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ホームスパン、ツィード、布の性能
バーファクターは、平織に適用される６)ため、斜文織を除外し
算出した。平均値のｔ検定では、質量と含気率において、ホー
ムスパンと機械織りツィードに有意差が認められた。
元来、ホームスパンを含めツィード類は、太い羊毛のみを用
いた紡毛織物を称していたが、近年は素材が多様化している。
実験に供したホームスパンは､羊毛に絹１０～40％の混用が多く、
機械織りツィードは羊毛にナイロン5～１０%の混用が多い。また、
表１試料の諸元
1.はじめに
ホームスパンは、英国スコットランドやアイルランド
地方の原産で、本来は家庭で羊毛を手紡ぎ、手織りした
ツィードのことをいう。一般に市販されているツィード
は機械織りがほとんどであり、ホームスパンは、機械織
りツィードと区別する名称として用いられることが多い。
ホームスパンの技術が日本に伝えられた時期は明治期といわれ、
大正期には農村工芸として発達していった。毛織物の需要が増
した昭和期には、産業の域まで発展したが、大戦後の大手の繊
維産業の復興と機械化により、手作業によるホームスパンは消
滅し、現在は、岩手県のみが産業としてのホームスパンを継承
している')４)。
ホームスパンは、一般に弾力があり軽くて暖かいといわれる
が、その特性を定量的に示したものは見あたらない。著者は、
ジャケット用途のホームスパンと機械織り素材について、秋冬
物と春物を２種類ずつ選択し、各布地の保温性、通気性、接触
温冷感ジャケットのclo値等を比較検討した．その結果、ホ
ームスパンが機械織り素材.より軽邑で、肌触りが温かく、寒い
時季に適した素材であると考えられた５１。しかし、試料が２種
類ずつと少ないため、また、比較する試料の織物組織が統一さ
れていないため、ホームスパンの特性として結論を得ることは
困難であった。
そこで､本研究では､服地のホームスパン22種類と、同様の
用途に用いられる機械織りツィード26種類を試料とし､ホーム
スパンの性能を機械織りツイードとの比較により検証した口服
地に要求される消費性能には様々なものがあるが、本研究では
保健衛生的性能として保温性、通気性、透湿性を、風合い性能
として接触温冷感、表面摩擦、圧縮弾性を検討した。
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2.実験方法
2.1試料
試料は、ホームスパン22種類、機械織りツイード26種類で
ある。布の構成因子として､織物組織､組成繊維､密度､番手、
質量、厚さ、カバーファクター、含気率を測定した口測定1直の
最小値～最大値、および平均値±標準偏差を表１に示した”力
202.6～426.6
285.2±６６．０
(*:p<００５，＊**:p<0.001）
質量(g/m2）
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